
【導入】

そうだ！明日、髪染めに行こう！

何色にしようかな！

そう思った時私が必ず使うものそれは、、

ででん！ホットペッパー！

（スマホを聴衆に見せる）

今はこのアプリひとつで美容院や

飲食店も予約できちゃう、いい時代！

でも、、こんな経験ありませんか？

めんどくさいから行くのやーめた！

そんなちょっとした気持ちから始まった

行動が実はお店を苦しめる。

本弁論では無断キャンセルの現状と

その解決について訴えます。

（1、2、3）
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【現状】

無断キャンセルとは、店を予約した客が

一切の連絡なく、当日現れず、

キャンセル料も支払わないことを

指します。

これは飲食店や宿泊施設、美容院など

予約を伴うサービスで起こります。

2018年の経産省の調査によると、
飲食店では予約のうちの10件に1件が
無断キャンセルされていることが

明らかになっています。

この無断キャンセルの背景には、

予約サイトなどを通して、簡単に

予約できるようになったことがあります。

こうした無断キャンセルは、店側に

様々な問題をもたらします。

まず、飲食店や宿泊施設では一度調理した食材は使いまわせず破棄しなければ

なりません。

さらに、準備のために発生した人件費や

光熱費、水道代なども無駄になります。

そのほかにも、他の客を入れることが

できない事による機会損失の問題も

起こります。

事前にキャンセルの連絡があれば、

店側は他の一般客に、予約されていた

枠を提供できるようになり、

収益を得られます。

しかし、事前にキャンセルの連絡がない

場合、店は営業終了まで客が来るか

どうかの判断をすることができません。

そのため、万が一予約していた客が

現れた時に備えて、席を空け続ける

必要があります。
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つまり、無断キャンセルが起こって

しまうと、本来得られるはずの

利益を得ることができないのです。

（1、2、）
こうした無断キャンセルによって

生まれる被害は、飲食業界だけでも

年間約2000億円にものぼります。

この損失は飲食業界全体の年間利益の

35%にも相当するのです。

さらに、無断キャンセルによる被害は

他業界にも生じています。

宿泊業界での例をご紹介します。

2020年、男女三名が栃木県内の複数の
宿泊施設で宿泊予約をしましたが、

予約日に姿を見せませんでした。

この損害額は合計280万円であり、
被害が大きかったため施設側が訴訟を

起こしました。

その結果、被告には280万円の支払いが
命じられました。

このように無断キャンセルは契約違反に

当たるため、民法に基づいて

賠償請求をすることが可能です。

しかし、無断キャンセル問題を

専門とする弁護士によると、裁判では

最低でも10万円以上の費用と
1年以上の時間がかかります。

被害額が大きければ先ほどの事例のように損害賠償を請求することも現実的です。

しかし、個々の被害額が大きくない

無断キャンセルに対しては、多くの

お金と時間をかけて訴訟を行うことは

現実的ではありません。

実際に、予約サイトの運営会社も、

訴訟による損害賠償の回収は
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費用対効果が低く、店舗側が

裁判を起こすことは難しいと

指摘しています。

そのため、店舗は回収を諦めて

泣き寝入りするしかないのです。

（1、2、）
経産省はこうした現状に対して、

2018年に対応の指針を示した
対策レポートを発表しました。

これを受けて、飲食業界は

無断キャンセル保険の確立や、

悪質な無断キャンセルユーザーの排除などを行いました。

しかし、無断キャンセルの発生率は

変わらず、根本的な解決を行うには

各企業での対策では限界があります。

実際に私がインタビューを行った

大手予約サイトの方も、

民間での解決は法整備や規制の観点から

限界があると指摘していました。

◯まとめ

以上をまとめると、無断キャンセルの

影響により、サービス業界は様々な被害を被っています。

これに対して、政府や民間企業が

対策を打っているものの、

無断キャンセルによる被害はいまだ

存在しているのが現状です。

（1、2、3）

4



【問題点】

「10月8日、19時から10人で
お願いします！」

お客様からいただいた予約に向けて、

準備を重ねてきたお店。

それなのに、いつまでたっても、

お客様は来ない…

お客様に少しでも良いものを届けたい。

今日のために、あなたのために準備した

時間。それが・・・。

消費者の一方的な無断キャンセルで、

お店は少しづつ、でも確実に

追い込まれていく。。

私はこのような現状を、

見過ごすことができません。

（1、2、）
【理念】

私の理想は、無断キャンセルにお店が

苦しまない社会の実現です。

そのためには、客が予約をする際に

責任を持つ必要があります。

そうすることで、お店は無断キャンセルによって損失を被らずに経営を続けて、

たくさんの人を笑顔にできるのです。

（1、2、3、）
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【原因＆方向性】

それでは、なぜ無断キャンセルが

起こってしまうのでしょうか。

無断キャンセルをしたことのある人を

対象にしたアンケートによると、

理由の上位は

「とりあえず場所を取るために予約した」という回答でした。

また、大手予約サイトは、こうした客は

無責任な予約を繰り返してしまうと

指摘しています。

このように、客の無責任な行動によって

無断キャンセルが繰り返されており、

場合によっては犯罪行為として

逮捕されることもあります。

2021年には無断キャンセルを
行ったとして、男性が偽計業務妨害で

逮捕されました。

彼が無断キャンセルをした理由も

「キャンセルを忘れていた」からでした。

しかし、この例のように、全ての

無断キャンセルに対して店舗が

被害届を出し、刑事告訴を行うのは

時間や手間の観点から

現実的ではありません。

だからこそ、客が無断キャンセル

できない仕組み作りが必要なのです。

では、現在の仕組みは

どうなっているでしょうか。

現在、客は店を気軽に選ぶことができる

一方で、店は客を選べません。

そのため、たとえ無断キャンセルをする

客であっても、店はその人の予約を

受けなければならないのです。
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（1、2、3）
【プラン】

そこで私は、1点のプランを提案します！

それは、無断キャンセル歴のある

顧客情報の共有システムの構築です！

このプランでは、実際に

クレジットカードで使われている

情報機関を参考にします。

現在、クレジットカードでは支払いの

延滞などが起きた場合、その情報は

信用情報機関のブラックリストに

登録されます。

ここに登録されると他の会社も

参照でき「カードの新規作成」などが

制限されます。

この仕組みを参考に、

無断キャンセル用のシステムを

構築します。

具体的にご説明します。

まず、客が予約をし、

無断キャンセルを行ったとします。

無断キャンセルをされた店舗は

予約情報管理機関に客のデータを

記録します。

次に各店舗はその情報を基に、

客から予約があった場合、

無断キャンセル歴を確認することができ、独自の判断で客の予約を

断ることができるようになるのです。

この時、共有するデータは

氏名や電話番号など個人を

識別できる情報に限定します。

この管理機関を行政の主導のもと、

各業界の関係者と協力しながら開設し、

一括で情報の管理を担えるようにします。

さらにこの機関を個人情報保護団体に

認定し、個人情報の取り扱いを

可能にするのです。
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このプランが実現されることで、

無断キャンセルする可能性のある人を

店側が事前に知ることができるように

なります。

これにより、リスクを事前に回避し、

無断キャンセルの被害を防げるように

なるのです。

（1、2、3）
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【締め】

誰しも、やむを得ず予約をキャンセル

しなければいけない時もあるでしょう。

だからと言って、無断キャンセルという

行為によって、

誰かを傷つけていいのでしょうか？

みなさん、予約は契約です！！

契約を結んだからには一方的に

破ることは許されません！！

無断キャンセルによって、お店が

苦しむことのない社会を願い、

本弁論を終了させていただきます。

ご清聴、ありがとうございました。
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